令和7年度　国際連携総合化学プログラムショートビジット申請書

申請者
氏名　　　　　　　　　　　　学年　　　　　所属研究室名　　　　　　　　　　
内線番号　　　　　　　　　　　　　　　学生番号　　　　　　　　　　　　　　
E-mail：                                  　生年月日　   　　年　　月　　日
主任指導教員
氏名　　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　　内線番号　　　　　　　
E-mail：                                                               

JSPS特別研究員への採用の有無　　　　有　　　　無
本研修参加に際し、支援を受けられる可能性がある他財源があれば記載すること。
（EXEXフェローシップ等）


[bookmark: _Hlk65593276]研修課題名：「（「〇〇に関する研修」等，教育・研修内容に関連するもの）」
研修期間（開始日～終了日）：渡航・帰国に要する期間は含まない
　　　　年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日（日数　 　）
研修先：
　受入教員氏名・職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　研修先機関（英名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　研修先機関（和名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　研修先機関住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　連絡先TEL：　　　　　　　　　　 　　　E-mail： 　　　　                 

研修内容（2ページ目に亘って差し支えない）：
1) 現在行っている研究テーマと研修先における研修内容との関連を具体的に記すとともに、研修によって期待される効果について言及すること。
2) 現段階における研修先との事前交渉状況あるいは受入の可能性について記載すること。また、研修先とのやりとりを示すメール等の書類を添付すること。
3) 研修先との連絡方法（E-mail，Zoom利用等）ならびに学生寮等の宿舎の確保の可能性について記載すること。

研修の特徴：
総合化学院の国際化に貢献する事項（総合化学院主催・共催シンポジウム、AGSイベント等への参加を含めた今後の活動も含む）を記載すること。



主任指導教員・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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